
【22_059/思考系メルマガ】（続）"初学者" が取り組むべき最初のステップとは？

〇〇さん

こんにちは！クロガキ（クロ）です。

２月最終日＆週明けということで、今日の相場は静観するつもりだったのですが

朝活トレードで、大変良い③波目を狙える通貨があったので

指値トレードをやりました。

▼GBPJPY(S) 結果：25pips▼
https://twitter.com/fxrealtradelive/status/1498164890544254977?s=20&t=wlFxqrX0kFa_
7e3RWbcJ7w

～～

朝一と同時に大きなギャップダウンからスタートし、窓を埋める動き。

そこから15分レベルWtopでパターンを確認して、強い下落①波をM5足で認識

ここから短期的なショート目線の戻り売り狙いで固定。

損切・エントリー位置は100Pライブでも説明した通りの基本そのまま。

利確は、リワード2.5取れていれば良しということで、無理に引っ張らず。
～～

さて、今日は一昨日のメルマガの続き、トレード “初学者” が『安定して稼ぐトレーダー』になる為
に

意識するべき大事な３箇条の　残り２つ　について説明していきますね。

▼（復習）大事な意識『３箇条』▼
https://kuro-gaki.com/muhai_saisoku/others/3kajou.png

②「相場の先読み」ではなく、『規則性』でトレードする

https://twitter.com/fxrealtradelive/status/1498164890544254977?s=20&t=wlFxqrX0kFa_7e3RWbcJ7w
https://twitter.com/fxrealtradelive/status/1498164890544254977?s=20&t=wlFxqrX0kFa_7e3RWbcJ7w
https://kuro-gaki.com/muhai_saisoku/others/3kajou.png


これは、昨日メルマガで書いた『相場の不確実性』と深く関連しています。

結論からいうと、テクニカル分析において「先の値動きを予見する」事は不可能です。

表向きには、それをできると言っている発信に対して、僕は否定も肯定もしていませんが

このメルマガを読んでくれている皆さんに対しては、「それはできない事」とハッキリ言っておきま

す。

では、僕らはテクニカル分析を使って何をするべきなのか？

それは、自分なりに把握した『規則性』に従ったトレードを一貫してやり続けるという事です。

これは重要な事なので、今後もライブ配信やメルマガでちょくちょくお伝えしていきますが

自分の中で見いだせる “値動きの規則性” に沿って、同じサイコロを振るようにトレードをする。

この規則性を言語化したものが『型』であり

初学者の皆さんには、最初にこの『一つのサイコロ』を作ってもらう事を

最初の課題として欲しいのです。

③「稼ぐ金額」ではなく常に『利回り』にフォーカスする

これは、以前にもモーニングライブでテーマにした事があるのですが

▼当時のライブ映像はコチラ▼
https://youtu.be/fYpwbZM_j3I

トレードにおいて「稼ぐ金額」にフォーカスして目標を設定してしまうと

「どんな方法でも良いから１万円を１０万円に」というギャンブル的意識で無理なトレードをしてし

まいがちです。

そうすると、「偶然目線と相場が噛み合ったとき」には大きな利益を出せますが

https://youtu.be/fYpwbZM_j3I


そこにはトレードの 一貫性 も 再現性 もないので、目線が噛み合わなくなった瞬間一気に負けが
込み

折角の利益を全て吐き出してしまう、なんてことにもなりかねません。

ですから最初の段階、特に自分の『型』＝自分が全面的に信頼する ”規則性” を見いだせていな
いうちは

とにかく『技術の習得』にフォーカスする。

その『技術』というのが『安定した利回り』であり

『１万円を１万千円にし ”続ける”』技術を身につける事に注力すべきなのです。

そこがしっかり固まりさえすれば、資金量の増加と共に自信をもってロットを張れるようになり、利

益は勝手についてきます。

勝手に結果としてついてくるものを「目標」とする必要はないのです。

これは、非常に地道な努力を要求されることになりますが

それが本当の意味で『トレードを “技術的に” 学ぶ』という事だと、僕は考えています。

「いや、そんな事はないよ（笑）」と思う人には、恐らくこのメルマガは役に立たないかもしれません

が

『成程、ならばそれをより深く学んでいこうじゃないか』と思った人は

引き続きこのメルマガを始め、今後発信していくツイ―トやYouTubeライブにも

注目していてもらえれば幸いです。


